
上：2017年のモスタル訪問時に子どもたちを指導する宮本さん。
下：「マリモスト」は現地語で“小さな橋”の意味。モスタル市のネレト
バ川に架かる、民族間をつなぐ「スタリモスト」という名の象徴的な橋
がその名称の由来。

Message from Tsune
仲間と協力し合い、相手の選手やチー
ムメイトをリスペクトし合うスポーツに
は、国境や民族の壁を超えて人々を結
びつける力があることを信じています。
一生懸命にボールを追いかける子ども
たちの顔からは、民族の違いによる偏
見や対立感情を感じることはありませ
ん。彼らが大人になってからも友好を
深め、平和なよりよい社会を築いてくれ
ることを願っています。

宮本恒靖（みやもと・つねやす）さん
元サッカー日本代表主将。2002年日韓大会、06年ドイツ大会と2度のW杯に
出場。現役引退後にFIFAマスターに留学し、帰国後はJFA国際委員、Jリーグ
特任理事などを務めた。18年よりガンバ大阪監督。
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文●光石達哉

マリモスト
いまだ民族感情のわだかまりが残るボスニア・ヘルツェゴビナに、
子どもたちが民族の垣根を超えて通うスポーツアカデミーがある。

立ち上げから3年の今、現地語で“小さな橋”と名付けられた
その取り組みは地域へと広がり大人たちをも結びつけようとしている。

元サッカー日本代表
宮本恒靖が架けた“希望の橋”

上：「子どもたちに視野を広げてほしい」という思いから、2017年にはマリ
モストの子どもたちを日本に招待した。
下：18年夏に日本の子どもたちがマリモストを訪れた際には、民族の異な
る保護者たちが団結して子どもたちをバーベキューでもてなした。

モスタル

ボスニア・
ヘルツェゴビナ

民族が違っても
みんな友達
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